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群の 4 群に分けた．急性炎症性疼痛はラットの右足底に 1%ホルマリンを






第 2層において pERK 陽性細胞数の発現が有意に増加したが，TENSによっ
てその増加は有意に抑制された．ナロキソンの前投与は，TENS による疼
痛関連行動の抑制効果と脊髄後角における pERK の発現抑制を減弱させた．
【考察】4Hz の低周波 TENS によって，βエンドルフィンの分泌が促進さ
れた．また低周波 TENS は急性炎症性疼痛に対し先取り鎮痛作用を示した
が，その作用はμオピオイド受容体拮抗薬の前投与によって減弱した．さ
らに脊髄では，For群の脊髄後角の浅層に pERK陽性細胞数が増加したが，
TENS+For 群ではこの増加が有意に抑制された．以上より，低周波 TENSは
急性炎症性疼痛に対して先取り鎮痛効果を有し，この効果には，内因性オ
ピオイド鎮痛系を介した，ERKリン酸化の阻害の関与が示唆された． 
